
▽
源
泉
所
得
税

１
．
制
度
の
概
要

⑴
源
泉
所
得
税
と
は

所
得
税
は
、
所
得
者
自
身
が
そ
の
年
の
所
得
金
額
と
こ
れ
に
対
す

る
税
額
を
計
算
し
、
こ
れ
ら
を
自
主
的
に
申
告
し
て
納
付
す
る
、
い

わ
ゆ
る
「
申
告
納
税
制
度
」
が
建
前
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
と

併
せ
て
特
定
の
所
得
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
得
の
支
払
の
際
に
支
払

者
が
所
得
税
を
徴
収
し
て
納
付
す
る
源
泉
徴
収
制
度
が
採
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
源
泉
徴
収
制
度
は
、「
①
給
与
や
利
子
、
配
当
、
税

理
士
報
酬
等
の
所
得
を
支
払
う
者
（
宗
教
法
人
等
）
が
、
②
そ
の
所

得
を
支
払
う
際
に
所
定
の
方
法
に
よ
り
所
得
税
額
を
計
算
し
、
③
支

払
金
額
か
ら
そ
の
所
得
税
額
を
差
し
引
い
て
国
に
納
付
す
る
と
い
う

も
の
」で
す
。
こ
の
制
度
に
よ
り
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
の
額
は
、

最
終
的
に
は
そ
の
年
の
年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
よ
っ
て
精
算
さ
れ

ま
す
。

さ
ら
に
平
成
23
年
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
必

宗
門
総
合
振
興
計
画
の
一
環
と
し
て
、
適
正
な
寺
院
運
営
に
資

す
る
た
め
、『
宗
報
』（
令
和
２
年
４
月
号
）
よ
り
、
宗
教
法
人
の

会
計
・
税
務
に
つ
い
て
、
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

今
号
は
、
源
泉
所
得
税
に
つ
い
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

寺院の適切な管理運営について

▷ 会計・税務⑧

寺院活動支援部〈一般寺院担当〉
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要
な
財
源
確
保
の
た
め
、
平
成
25
年
か
ら
令
和
19
年
の
間
は
、
所
得

税
と
併
せ
て
復
興
特
別
所
得
税
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

⑵
源
泉
所
得
税
の
納
付

源
泉
徴
収
し
た
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
は
、
原
則
と
し

て
、
給
与
や
報
酬
等
の
支
払
日
の
翌
月
10
日
ま
で
に
、
ｅ–

Ｔａ
ｘ

（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）
を
利
用
し
て
納
付
す
る
か
、
所
得
税
徴
収
高
計
算

書
（
納
付
書
）
を
添
え
て
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
も
し
く
は
税
務
署

の
窓
口
で
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
給
与
の
支
払
人
数
が
常
時
10
人
未
満
の
場
合
は
、
半
年

ご
と
に
ま
と
め
て
納
付
す
る
特
例
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
１
月
か
ら

６
月
ま
で
に
源
泉
徴
収
し
た
所
得
税
は
７
月
10
日
、
７
月
か
ら
12
月

ま
で
に
源
泉
徴
収
し
た
所
得
税
は
翌
年
１
月
20
日
が
納
期
限
と
な
り

ま
す
。

こ
の
特
例
を
受
け
る
た
め
に
は
、「
源
泉
所
得
税
の
納
期
の
特
例

の
承
認
に
関
す
る
申
請
書
」
を
所
轄
の
税
務
署
に
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
納
期
限
が
土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
祝
日
に
あ
た
る
場

合
に
は
、
そ
の
休
日
明
け
の
日
が
納
期
限
と
な
り
ま
す
。

納
期
限
ま
で
に
納
付
し
な
か
っ
た
と
き
に
は
、
源
泉
徴
収
義
務
者

で
あ
る
宗
教
法
人
は
、
納
付
す
べ
き
税
額
（
本
税
）
の
ほ
か
、
不
納

付
加
算
税
（
本
税
に
対
し
５
％
又
は
10
％
）
や
延
滞
税
が
課
せ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
非
収
益
事
業
や
収
益
事
業
に
該
当
す
る
収
入
の
一
部
を
除

外
し
て
住
職
等
の
個
人
的
な
費
用
に
充
て
る
等
、
不
正
に
源
泉
取
得

税
等
を
免
れ
た
場
合
に
は
、
不
納
付
加
算
税
に
代
え
て
重
加
算
税

（
本
税
に
対
し
て
35
％
）
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

２
．
特
殊
な
給
与
・
現
物
給
与

源
泉
徴
収
の
対
象
と
な
る
給
与
に
は
、
金
銭
で
支
給
さ
れ
る
も
の

の
ほ
か
、
経
済
的
利
益
の
供
与
や
物
の
支
給
も
含
ま
れ
ま
す
。

経
済
的
利
益
と
は
、
宗
教
法
人
が
代
表
役
員
等
に
対
し
て
食
事
等

を
現
物
で
支
給
し
て
い
る
場
合
や
、
住
居
を
無
償
で
提
供
し
て
い
る

よ
う
な
場
合
に
は
、
現
物
で
給
与
を
支
給
し
た
も
の
と
さ
れ
源
泉
徴

収
の
対
象
と
な
り
ま
す
。（
所
得
税
法
第
36
条
第
１
項
）

⑴
個
人
が
負
担
す
べ
き
飲
食
費
等
の
費
用
を
宗
教
法
人
が
負
担
し
た

場
合住

職
等
が
日
常
生
活
に
お
い
て
個
人
が
負
担
す
べ
き
飲
食
代
、
生

活
費
（
水
道
光
熱
費
等
）
や
慶
弔
費
等
を
宗
教
法
人
が
負
担
し
た
場

合
に
は
、
そ
の
負
担
し
た
金
額
は
住
職
等
に
対
し
て
給
与
の
支
給
が

あ
っ
た
も
の
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、
そ
の
負
担
し
た
金
額
を
住
職
等

の
給
与
に
含
め
て
源
泉
徴
収
の
対
象
と
な
り
ま
す
。（
所
得
税
法
第
36

条
第
１
項
）

⑵
子
弟
の
学
費
を
宗
教
法
人
が
負
担
し
た
場
合

宗
教
法
人
が
住
職
等
の
子
弟
の
学
費
を
負
担
し
た
場
合
に
は
、
そ

の
負
担
し
た
金
額
は
住
職
等
に
対
し
て
給
与
の
支
給
が
あ
っ
た
も
の

と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、
負
担
し
た
金
額
を
住
職
等
の
給
与
に
含
め
て

宗門総合振興計画
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情報コーナー

源
泉
徴
収
の
対
象
と
な
り
ま
す
。（
所
得
税
法
基
本
通
達
９

－

15
）

⑶
宗
教
法
人
所
有
の
庫
裏
等
に
無
償
で
住
居
し
て
い
る
場
合

給
与
の
支
払
者
が
役
員
や
法
務
員
に
住
居
等
を
無
償
又
は
低
額
の

賃
貸
料
で
貸
与
し
た
場
合
に
は
、
一
定
の
算
式
に
よ
り
計
算
し
た
賃

貸
料
相
当
額
と
実
際
に
徴
収
し
て
い
る
賃
貸
料
の
差
額
が
、
原
則
と

し
て
そ
の
役
員
や
法
務
員
に
対
す
る
給
与
と
さ
れ
、
源
泉
徴
収
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
住
職
等
が
庫
裏
に
無
償
で
居
住
し
て
い
る
場
合
に
は
、

そ
の
庫
裏
に
居
住
す
る
こ
と
は
、
職
務
の
遂
行
上
や
む
を
得
な
い
必

要
に
基
づ
く
も
の
と
認
め
ら
れ
、
そ
れ
が
通
常
、
住
職
等
が
居
住
す

る
家
屋
又
は
部
屋
と
し
て
社
会
通
念
上
、
相
当
な
も
の
で
あ
る
限
り

は
源
泉
徴
収
の
対
象
と
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
所
得
税
法
第
９

条
第
１
項
第
６
号
、
同
法
第
21
条
第
４
項
）

⑷
宗
教
法
人
か
ら
法
衣
等
の
支
給
（
貸
与
）
を
受
け
た
場
合

宗
教
法
人
が
役
員
や
法
務
員
に
対
し
て
無
償
で
衣
服
等
を
支
給
又

は
貸
与
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
衣
服
等
の
価
額
又
は
貸
与
料
に
相
当

す
る
金
額
の
給
与
の
支
給
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
源
泉
徴
収
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
宗
教
法
人
が
住
職
等
に
支
給
又
は
貸
与
す
る
法
衣
等
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
が
宗
教
法
人
の
業
務
遂
行
の
た
め
に
必
要
な
も
の

で
あ
れ
ば
一
種
の
制
服
と
同
様
の
性
格
の
も
の
と
な
り
ま
す
の
で
、

源
泉
徴
収
の
対
象
と
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
所
得
税
法
第
９
条

第
１
項
第
６
号
、
同
法
施
行
令
第
21
条
第
２
項
）

⑸
金
銭
の
無
利
息
貸
与

給
与
等
の
支
払
者
が
役
員
や
法
務
員
に
対
し
て
金
銭
を
無
利
息
又

は
低
い
金
利
で
貸
し
付
け
た
場
合
に
は
、
貸
付
金
利
息
が
宗
教
法
人

に
お
け
る
平
均
調
達
金
利
等
、
合
理
的
と
認
め
ら
れ
る
利
率
に
よ
り

計
算
さ
れ
る
利
息
に
満
た
な
い
と
き
は
、
そ
の
満
た
な
い
部
分
の
金

額
は
、
源
泉
徴
収
の
対
象
と
な
り
ま
す
。（
所
得
税
法
第
36
条
第
１
項
、

同
法
基
本
通
達
36

－

49
）

た
だ
し
、「
災
害
、
疾
病
等
に
よ
り
臨
時
的
に
多
額
な
生
活
資
金

を
要
す
る
こ
と
と
な
っ
た
役
員
又
は
使
用
人
に
対
し
、
そ
の
資
金
に

充
て
る
た
め
に
貸
し
付
け
た
金
額
に
つ
き
、
そ
の
返
済
に
要
す
る
期

間
と
し
て
合
理
的
と
認
め
ら
れ
る
期
間
内
に
受
け
る
経
済
的
利
益
」

等
や
、
合
理
的
と
認
め
ら
れ
る
貸
付
利
息
が
年
間
５
、０
０
０
円
以

下
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
源
泉
徴
収
の
対
象
と
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。（
所
得
税
法
基
本
通
達
36

－

28
）

３
．
退
職
金

⑴
概
要住

職
等
が
、
そ
の
職
を
辞
す
る
場
合
に
、
宗
教
法
人
か
ら
退
職
し

た
者
に
対
し
て
退
職
金
を
支
給
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
場
合
に
支
給
す
る
金
額
を
算
定
す
る
た
め
の
規
定
が
あ
れ

ば
、
そ
の
規
定
に
基
づ
き
退
職
金
を
支
給
し
ま
す
。
規
定
を
作
成
す

る
こ
と
は
宗
教
法
人
側
だ
け
で
は
な
く
、
関
係
者
の
了
解
を
得
る
た

め
で
あ
り
、
ま
た
税
務
署
に
対
し
て
退
職
金
の
支
給
の
根
拠
を
示
す

19 宗報 2020年11・12月合併号



た
め
で
も
あ
り
ま
す
。
規
定
が
な
い
場
合
は
、
門
徒
総
代
の
同
意
、

責
任
役
員
会
の
議
決
を
経
て
、
支
給
金
額
を
決
定
し
ま
す
。

通
常
、
退
職
金
は
多
額
に
な
る
場
合
が
多
い
た
め
、
規
定
が
な
く
、

か
つ
門
徒
総
代
の
同
意
、
責
任
役
員
会
の
議
決
を
経
て
い
な
い
と
き

は
、
関
係
者
へ
の
理
解
及
び
税
務
署
に
対
し
て
の
支
給
根
拠
が
乏
し

く
後
々
の
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
書
面
等
で
退

職
金
の
根
拠
を
残
す
よ
う
に
し
ま
す
。

規
定
が
あ
る
場
合
は
、
財
産
目
録
に
、
そ
の
財
産
目
録
に
係
る
会

計
年
度
末
日
に
住
職
等
が
退
職
し
た
場
合
に
支
給
す
べ
き
退
職
金
を

「
退
職
給
付
引
当
金
」
と
し
て
計
上
し
て
お
け
ば
、
宗
教
法
人
が
将

来
支
給
す
べ
き
退
職
金
支
給
と
い
う
潜
在
的
に
抱
え
て
い
る
負
債
を

会
計
上
示
す
こ
と
が
で
き
、
決
算
ご
と
に
関
係
者
へ
の
理
解
を
広
げ

る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

⑵
支
給
時
の
注
意
点

退
職
金
を
支
給
し
た
後
に
、
従
前
と
変
わ
ら
ず
宗
教
法
人
の
活
動

に
携
わ
り
法
要
等
を
執
り
行
う
と
、
仮
に
退
職
後
の
給
与
支
給
が
ゼ

ロ
で
あ
っ
た
と
し
て
も
退
職
し
た
事
実
は
な
い
と
税
務
調
査
等
で
指

摘
さ
れ
ま
す
。
そ
の
場
合
は
退
職
金
で
は
な
く
賞
与
と
み
な
さ
れ
ま

す
。退

職
金
は
、
将
来
の
生
活
資
金
の
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
所
得
税

の
優
遇
措
置
が
あ
り
税
負
担
は
軽
減
さ
れ
ま
す
が
、
賞
与
と
な
る
と

給
与
扱
い
と
な
り
多
額
の
所
得
税
及
び
住
民
税
負
担
が
増
え
ま
す
。

４
．
給
与
・
賞
与
・
退
職
金
か
ら
の
源
泉
徴
収

⑴
給
与
の
源
泉
徴
収
方
法

給
与
や
賞
与
か
ら
源
泉
徴
収
を
す
る
税
額
は
、「
給
与
所
得
の
源

泉
徴
収
税
額
表
」
を
適
用
し
て
求
め
ま
す
。

こ
の
税
額
表
は
、「
月
額
表
」、「
日
額
表
」
及
び
「
賞
与
に
対
す

る
源
泉
徴
収
税
額
の
算
出
率
の
表
」
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
税
額
表
は
、「
甲
」
欄
、「
乙
」
欄
、
日
額
表
は
さ
ら
に
「
丙
」
欄

に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
税
額
表
は
、
給
与
の
支
給
区
分
及
び
「
給
与
所
得
者
の

扶
養
控
除
等
申
告
書
」
の
提
出
の
有
無
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
表
１
の
通

り
適
用
し
ま
す
。

宗
教
法
人
の
住
職
等
の
中
に
は
、
他
に
勤
め
な
が
ら
宗
教
法
人
の

職
務
を
行
う
等
、
他
の
勤
務
先
か
ら
も
給
与
の
支
払
を
受
け
て
い
る

人
が
い
ま
す
。

こ
の
場
合
、
他
の
勤
務
先
に
「
給
与
所
得
者
の
扶
養
控
除
等
申
告

書
」を
提
出
し
て
い
る
場
合
に
は
、
宗
教
法
人
が
支
払
う
給
与
は「
従

た
る
給
与
」
と
な
り
、
税
額
表
の
「
乙
」
欄
を
適
用
し
て
源
泉
徴
収

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
２
以
上
の
給
与
に
つ
い
て
、
そ
の
い
ず
れ
を
「
主
た
る
給
与
」

と
す
る
か
は
、
本
人
の
選
択
に
よ
っ
て
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑵
年
末
調
整

月
々
の
給
与
に
つ
い
て
は
、「
源
泉
徴
収
税
額
表
（
月
額
表
）」
に

よ
っ
て
、
源
泉
徴
収
を
行
い
ま
す
が
、
月
々
に
徴
収
し
た
税
額
の
１
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年
間
の
合
計
額
は
、
そ
の
１
年
間
の
給
与
所
得
に
対
す
る
年
税
額
と

は
一
致
し
な
い
の
が
普
通
で
す
。

こ
の
た
め
、
給
与
の
支
払
者
は
、
そ
の
年
の
最
後
の
給
与
の
支
払

の
際
に
、
そ
の
年
１
年
間
の
給
与
所
得
に
対
す
る
年
税
額
を
計
算

し
、
既
に
月
々
の
給
与
等
の
支
払
の
際
に
源
泉
徴
収
を
し
た
税
額
の

合
計
額
と
を
比
較
し
て
過
不
足
額
を
求
め
、
そ
の
過
不
足
額
を
精
算

（
還
付
又
は
徴
収
）
し
ま
す
。

こ
の
手
続
き
を
年
末
調
整
と
い
い
、
年
末
調
整
は
、「
給
与
所
得

者
の
扶
養
控
除
等
申
告
書
」を
提
出
し
て
い
る
人（
甲
欄
適
用
者
）で
、

①月毎に支払うもの
②半月ごと、10 日ごとに支払うもの
③月の整数倍の期間ごとに支払うもの
④毎月支払うもの
⑤週ごとに支払うもの
⑥日割で支払うもの
⑦日雇い賃金

⑧賞与

給与の支給区分 適用欄

月額表

日額表

日額表
賞与に対する
源泉徴収税額の
算出率表

有

無

有

無

無

有

無

甲

乙

甲

乙

丙

甲

乙

適用する
税額表

扶養控除等
申告書の提出

日雇い賃金
を除く

情報コーナー

表１

課税退職所得の計算

（退職手当等の収入金額－退職所得控除額）×１―２

そ
の
提
出
先
か
ら
受
け
る
給
与
の
収
入
金
額
が
年

間
２
、０
０
０
万
円
以
下
の
人
に
つ
い
て
行
い
ま

す
。

⑶
退
職
金
の
源
泉
徴
収
方
法

退
職
手
当
金
等
を
支
払
う
場
合
に
は
、
支
払
を

受
け
る
者
（
退
職
者
）
か
ら
「
退
職
所
得
の
受
給

に
関
す
る
申
告
書
」
の
提
出
を
受
け
、
こ
の
申
告

書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
勤
続
年
数
等
に
基
づ
い
て

退
職
所
得
控
除
額
（
勤
続
年
数
１
年
あ
た
り
40
万

円　

※
勤
続
年
数
が
20
年
を
超
え
る
人
に
つ
い
て

は
、
800
万
円
に
そ
の
超
え
る
年
数
１
年
あ
た
り
70
万

円
を
加
算
し
た
額
）
を
計
算
し
、
課
税
退
職
所
得

金
額
を
課
税
標
準
と
し
て
求
め
た
税
額
を
、
退
職

手
当
等
を
支
払
う
際
に
源
泉
徴
収
し
ま
す
。
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訳
料
、
通
訳
料
、
校
正
料
等

②
弁
護
士
、
公
認
会
計
士
、
司
法
書
士
等
の
特
定
の
資
格
を
持
つ
人

等
に
支
払
う
報
酬
・
料
金

弁
護
士
、
公
認
会
計
士
、
税
理
士
、
司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査

士
、
社
会
保
険
労
務
士
、
弁
理
士
、
測
量
士
、
建
築
士
、
不
動
産

鑑
定
士
等

⑶
税
率税

率
は
、
原
則
と
し
て
支
払
金
額
に
対
し
10
・
21
％
（
10
％
の
源

泉
所
得
税
と
０
・
21
％
の
復
興
特
別
所
得
税
）
と
な
り
ま
す
。

支
払
金
額
が
100
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
そ
の
超
え
る
部
分
に

つ
い
て
は
、
20
・
42
％
（
20
％
の
源
泉
所
得
税
と
０
・
42
％
の
復
興
特

別
所
得
税
）
で
す
。

ま
た
司
法
書
士
や
土
地
家
屋
調
査
士
等
へ
の
支
払
に
つ
い
て
は
、

（
支
払
金
額

－

１
万
円
）
×
10
・
21
％
と
な
り
ま
す
。

報
酬
・
料
金
等
の
額
の
中
に
消
費
税
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
は
、

原
則
と
し
て
、
消
費
税
を
含
め
た
金
額
を
源
泉
徴
収
の
対
象
と
し
ま

す
が
、
請
求
書
等
に
お
い
て
報
酬
・
料
金
等
の
額
と
消
費
税
の
額
が

明
確
に
区
分
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
報
酬
・
料
金
等
の
額
の

み
を
源
泉
徴
収
の
対
象
と
す
る
金
額
と
し
て
源
泉
徴
収
の
計
算
を

し
て
も
さ
し
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。

⑷
源
泉
所
得
税
の
計
算
方
法

税
理
士
報
酬
や
弁
護
士
報
酬
を
支
払
う
際
は
、
源
泉
所
得
税
の
計

宗門総合振興計画

ま
た
源
泉
徴
収
と
併
せ
て
住
民
税
（
都
道
府
県
民
税
及
び
市
町
村

税
）
の
特
別
徴
収
も
行
い
ま
す
。

な
お
、
特
定
役
員
退
職
手
当
等
（
宗
教
法
人
の
役
員
と
し
て
の
勤
続

年
数
が
５
年
以
下
で
あ
る
者
が
、
そ
の
役
員
等
と
し
て
の
勤
続
年
数
に
対

応
す
る
退
職
手
当
等
と
し
て
支
払
を
受
け
る
も
の
。
た
だ
し
死
亡
に
よ
り

退
職
金
を
支
給
し
た
場
合
は
、
死
亡
し
た
者
の
相
続
財
産
と
な
り
源
泉
徴

収
の
必
要
は
な
い
。）
の
場
合
は
、
上
記
計
算
式
に
一
定
の
調
整
計
算

が
入
り
ま
す
。

５
．
報
酬
か
ら
の
源
泉
徴
収

⑴
概
要宗

教
法
人
が
、
個
人
で
あ
る
税
理
士
や
弁
護
士
等
に
支
払
う
報
酬

等
、
一
定
の
報
酬
・
料
金
に
つ
い
て
も
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

税
の
源
泉
徴
収
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

支
払
先
が
法
人
（
税
理
士
法
人
、
弁
護
士
法
人
、
株
式
会
社
等
）
の

場
合
は
、
源
泉
徴
収
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

⑵
源
泉
徴
収
の
対
象
と
な
る
も
の

源
泉
徴
収
の
対
象
と
な
る
も
の
の
う
ち
、
代
表
的
な
も
の
は
以
下

の
通
り
で
す
。

①
原
稿
料
や
講
演
料
に
か
か
る
報
酬

原
稿
料
、
挿
絵
料
、
作
曲
料
、
レ
コ
ー
ド
・
テ
ー
プ
の
吹
込
料
、

デ
ザ
イ
ン
料
、
放
送
謝
金
、
著
作
権
の
使
用
料
、
講
演
料
、
技
芸
・

ス
ポ
ー
ツ
・
知
識
等
の
教
授
・
指
導
料
、
脚
本
料
、
脚
色
料
、
翻
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本
内
容
は
、
宗
派
顧
問
税
理
士
「
税
理
士
法
人
ゆ
び
す
い
」

編
著
の
『
実
務
が
わ
か
る
「
宗
教
法
人
会
計
・
税
務
」
基
礎
か

ら
行
政
手
続
き
ま
で
』（
株
式
会
社
出
版
文
化
社
、
２
０
１
８
）
に

基
づ
き
、
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

算
を
加
味
し
た
請
求
書
等
が
発
行
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
源
泉
徴
収

を
行
い
ま
す
が
、
講
演
謝
礼
等
は
請
求
書
が
交
付
さ
れ
ず
宗
教
法
人

で
源
泉
徴
収
を
計
算
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

源
泉
徴
収
の
対
象
と
な
る
講
演
料
等
の
支
払
は
、
商
慣
習
と
し
て

端
数
が
出
な
い
よ
う
に
支
払
う
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
総

額
３
万
円
支
払
う
場
合
と
、
手
取
り
で
３
万
円
支
払
う
場
合
の
２
通

り
の
計
算
方
法
が
以
下
の
通
り
と
な
り
ま
す
。

情報コーナー

①総額を３万円とする場合

総　　　額　30,000円
源泉徴収額　30,000円×10.21％＝3,063円
手取り金額　30,000円－3,063円＝26,937円

②手取り金額を３万円とする場合

総　　　額　30,000円÷（1－10.21％）＝33,411円
源泉徴収額　33,411円×10.21％＝3,411円
手取り金額　33,411円－3,411円 =30,000円
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